
（１）教育長報告

年月日 曜 時刻 行事名 場所

21/01/26 火 14:00 教育委員会定例会 都南分庁舎　教育委員会室

21/01/27 水 18:30 繫地区説明会 繫小学校体育館

21/01/28 木

21/01/29 金 10:10 当初予算市長査定 本庁舎　403会議室

15:00
盛岡地区広域消防組合消防本部来訪（岩手県消防職員意見発表
会関係）

都南分庁舎　教育長室

21/01/30 土

21/01/31 日

21/02/01 月

21/02/02 火 11:00 第３回調整会議 ホテル大観

21/02/03 水 9:00 第３回調整会議 ホテル大観

21/02/04 木 9:00 第３回調整会議 ホテル大観

21/02/05 金

21/02/06 土 10:00
盛岡市教育委員会児童生徒表彰並びに第15回盛岡市小中学生俳
句・短歌大会表彰式

都南分庁舎　４階大会議室

21/02/07 日

21/02/08 月

21/02/09 火 13:30 飯岡小視察 飯岡小学校

15:30 上田中学校長来訪 都南分庁舎　教育長室

21/02/10 水 9:15 厨川中学校訪問 厨川中学校

10:30 岩手県学校教育ＩＣＴ推進協議会（令和２年度第１回） サンセール盛岡　３階大ホール

13:30 県教育委員会と市町村教育委員会との意見交換② サンセール盛岡　３階大ホール

21/02/11 木

21/02/12 金 13:00 【市議会】全員協議会 都南分庁舎　教育委員会室

21/02/13 土

21/02/14 日 14:00
令和２年度無形民俗文化財保存連絡協議会顕彰者表彰式（挨拶・
表彰状授与）

中央公民館

21/02/15 月 11:00 第４回調整会議 ホテル大観

21/02/16 火 10:00 第44回岩手県消防職員意見発表会 アートホテル盛岡　３階鳳凰の間

13:00 第４回調整会議 ホテル大観

21/02/17 水 9:00 第４回調整会議 ホテル大観

13:30 教育委員会定例会 都南分庁舎　教育委員会室
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盛岡市教育振興運動第 12次５か年計画（令和３年度～７年度） 

 

「地域総ぐるみ」による運動の充実 

〇地域の活動の充実を図り，参加を促す。 
・多様な体験ができるよう，地域活動や子ども会活動の充実を図る。 

（奉仕活動，伝承活動，自然体験，防災・防犯訓練等） 

・行事や活動の中で，子どもの活躍の場を作る。 

〇学習支援や環境整備などの学校支援を行う。 
・先人教育やキャリア教育に関わる活動支援や 

外部講師での協力を行う。 

・図書ボランティアや環境整備活動等に参加する。  

・挨拶運動や登下校等の見守り活動を展開する。  

コミュニティ・スクールとは… 
 

～新しいしくみで運動を推進しよう～ 
①コミュニティ・スクールと連動し，「目指す子どもの姿」 

の実現に向けた運動を推進しましょう。 

②取組の成果と課題を共有しながら，運動の改善を図りま 

しょう。 

家族の一員としての役割 

子 ど も 
 

地域の一員としての自覚 

 
 

 自ら進んで考え，行動し， 
「社会の中で自立して 
生きていく力」 
を身に付けた 
子どもです。 
五者で共有する 
目指す子どもの 
姿です。 

 
教育振興運動は，子どもたちの「確

かな学力」「豊かな心」「たくましい体」 
を育むために，子どもを中心に据え， 
家庭・地域・学校 
・行政の五者が， 
それぞれの 
役割と責任 
を果たす 
市民運動です。 

地域総ぐるみで「たくましく生きる盛岡の子」を育もう 
運動の目標 

（ 案 ）

 

  

教育振興運動とは… 

〇地域総ぐるみでの運動を推進する。 
・子どもたちの社会参加活動を推進する。（リーダー研修会等） 

・子ども会活動を支援する少年指導員を養成する。 

・教育振興運動の実践交流の充実を図る。 

（地区別集会や実践発表大会の開催，実践事例集の発行） 

・第 12次５か年計画実施の成果と課題を把握し，検証する。 

○コミュニティ・スクールの導入を推進する。 
・「盛岡市学校運営協議会規則」を定め，適切な運用を図る。 

・学校と地域の連携をサポートする人材を育成する。 

〇体験活動と読書活動の充実を図る。 
・地域の特色を生かした自然体験活動や勤労体験活動， 

地域貢献活動等を展開する。 

・学校図書館の環境整備と読書習慣の確立を図る。 

・家庭学習の方法を指導し，内容の充実を図る。  

〇情報教育の充実を図る。 
・情報活用能力の育成を図る。 

・地域や家庭と連携し，講演会や学習会などを実施する。 

・家庭での情報機器の使い方の約束づくりを促す。 

〇地域の活動への参加や読書活動に取り組む。 
・地域の活動に親子で一緒に参加する。 

・親子で読書をするなど，読書（家庭学習）に集中 

できる環境を整え,習慣化を図る。 

・地域や学校の環境整備や学習支援などに協力する。 

〇情報メディアとの付き合い方について話し合う。 
・メディアの特性や影響について親子で学ぶ。 

・情報機器の使い方の約束を決める。 

・健全な生活習慣を確立する。（早寝・早起き・朝ごはん） 

友達と共に学ぶ意欲 

家 

庭 

学 

校 

 

 

地 

域 

「地域総ぐるみ」に向けて 

「たくましく生きる 
盛岡の子」とは… 

 

 

行 

政 

○すすんで体験活動に取り組もう。 
・地域や学校の体験活動に進んで参加しよう。 

（奉仕活動，伝承活動，自然体験活動，勤労体験活動等） 

・盛岡の先人や歴史,文化,地域について調べよう。 

〇じっくり読書や学習に取り組もう。 
・幅広く読書活動を楽しもう。 

 （読み聞かせ，読書会，本の紹介，ブックトーク，書評等） 

・授業や家庭学習に集中しよう。 

〇しっかり生活リズムを整えよう。 
・情報メディアと上手に付き合おう。 

 （メディアの特性や影響を知る。ルールを守って使う。等） 

・規則正しい生活をしよう。（早寝・早起き・朝ごはん） 

地域総ぐるみ 

五者の取組 

 

 

「すすんで体験しよう」 

◎体験活動への参加促進 
【健全育成】 

運動の重点 

コミュニティ・スクールとは，学校運営
協議会を設置した学校のことです。 
学校運営協議会は，学校運営に関するこ

とについて広い関係者で協議し，学校運営      
に保護者や地域住民の 
声を積極的に生かし，学 
校が地域と一体となっ 
て特色ある学校づくり 
を進める体制です。  

教振運動に対する理解 

「じっくり学習しよう」 

◎読書活動の習慣化 
【学力向上】 

「しっかり生活しよう」 

◎情報メディアとの共生 
【健康安全】 

～連携・協働のしくみを見直そう～ 
①学校区にある連携・協働の組織や目的，活動を 

洗い出してみましょう。 

②「目指す子どもの姿」の育成に必要な活動を 

整理しましょう。 

～新しい連携・協働のしくみを作ろう～ 
①整理した活動を学校区の各組織で役割分担をしま 

しょう。 

②各組織をまとめる本部「学校運営協議会」を学校区 

に立ち上げましょう。（コミュニティ・スクール） 
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（３）石川啄木記念館･玉山歴史民俗資料館整備基本計画(案)に係るパブリック

コメントの実施結果及び同基本計画の策定について 

 

１ 趣旨 

  石川啄木記念館・玉山歴史民俗資料館整備基本計画（案）に係るパブリックコメントを 

 実施したので，その結果と，同基本計画の策定について報告するものである。 

 

２ パブリックコメントの実施結果 

  令和２年12月１日から同年12月21日までパブリックコメントを実施したところ，個人 

 17人及び２団体から計51件の意見があった。主な意見の内容は，資料のとおり。 

 

３ 石川啄木記念館･玉山歴史民俗資料館整備基本計画の策定 

  パブリックコメントを受けて，検討した結果，変更には至らなかったことから，原案 

 どおり石川啄木記念館・玉山歴史民俗資料館整備基本計画を策定するものとする。 

 

４ 基本計画（案）の施設整備計画（抜粋） 

 (1) 全体配置計画 

   ア 現石川啄木記念館を大規模改修し，隣接して別棟を増築整備する。 

   イ 別棟の増築により減少する中庭の面積を確保するため，現在の景観に配慮しな 

   がら可能な限り中庭を拡大し，再整備を行う。 

 (2) 施設規模 

   延床面積 約 1,000㎡（内訳：大規模改修 約 560㎡，増築 約 440㎡） 

 (3) 概算事業費 

   約８億円（消費税等10％込み）（中庭の拡大再整備費を除く。） 

 

５ 今後の予定                        

  令和３年２月15日 庁議 

  令和３年２月17日 教育委員会定例会に報告 

      ２月下旬 教育長決裁 

  令和３年度    建築・展示基本設計等 

  令和４年度    建築・展示実施設計等 

  令和５年度    建築工事等 

  令和６年度    供用開始 
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議案第 26 号 

   盛岡市先人記念館協議会委員の解嘱について 

 盛岡市先人記念館条例（昭和62年条例第21号）第18条の規定に基づく盛岡市先人記念館協議会委

員を次のとおり解嘱するものとする。 

令和３年２月17日提出 

 盛岡市教育委員会教育長 千 葉 仁 一 

 

解嘱（令和３年２月28日付け） 

氏   名 住      所 生 年 月 日 区   分 

下 田 幸 枝   学校教育 

 

   提案理由 

 下田幸枝委員から辞任する旨の申出があったことから，これを認め解嘱しようとするものである。 
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（令和３年３月１日現在）

氏名 勤務先･団体名等 区分 備考

1 小原
おばら

　守夫
もりお

元岩手日報社編集局次長兼編集委員室長 学識経験

2 中村
なかむら

　光紀
みつのり

花巻市立萬鉄五郎記念美術館館長 学識経験

3 廣嶼
ひろしま

　康子
やすこ

深沢紅子野の花美術館館長 学識経験

4 藤井
ふじい

　　茂
しげる

一般財団法人新渡戸基金理事長 学識経験

5 松井
まつい

　裕子
ゆうこ

元盛岡市観光審議会委員，直利庵 学識経験

6 大
おお

柏
かしわ

　曜子
ようこ

盛岡市ＰＴＡ連合会理事 家庭教育

7 松本
まつもと

　正明
まさあき 盛岡市立月が丘小学校長

（盛岡市小学校長会）
学校教育

8 齋藤
さいとう

　　斉
ひとし 盛岡市立玉山中学校長

（盛岡市中学校長会）
学校教育

9 千葉
ちば

　　尚
しょう 岩手県立盛岡商業高等学校長

（岩手県高等学校長協会）
学校教育

（区分ごと五十音順・敬称略）

任期　自　令和元年11月１日

至　令和３年10月31日

盛岡市先人記念館協議会委員名簿
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